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（教科書 p.103） 
𝑎 × 𝑎 × 𝑎 = 𝑎3 のように，𝑎 を 𝑛 個かけ合わせたものを 

𝑎 の 𝑛 乗といい， 𝑎𝑛 で表す。このとき， 𝑛 を 𝑎𝑛 の（①  指数  ）と

いう。また，𝑎, 𝑎2, 𝑎3, ⋯ をまとめて 𝑎 の（②  累乗  ）という。 

一般に，𝑚, 𝑛 が正の整数のとき，次の（③  指数法則  ）が成り立つ。 

𝒂𝒎 × 𝒂𝒏 =（④  𝒂𝒎+𝒏  ）， (𝒂𝒎)𝒏 =（⑤  𝒂𝒎𝒎  ）， (𝒂𝒂)𝒏 =（⑤  𝒂𝒏𝒃𝒏  ） 
 

(1) 𝑎3 × 𝑎5 = 𝑎3+5 = 𝑎8 

 

(2) (𝑎2)3 = 𝑎2×3 = 𝑎6 

 

(3) (𝑎2𝑏)4 = (𝑎2)4𝑏4 = 𝑎2×4𝑏4 = 𝑎8𝑏4  

 

次の計算をしなさい。 

(1) 𝑎6 × 𝑎2 

= 𝑎6+2 

= 𝑎8 

 

(2) (𝑎5)4 

= 𝑎5×4 

= 𝑎20 

 

(3) (𝑎3𝑏)5 

= (𝑎3)5𝑏5 

= 𝑎3×5𝑏5 

= 𝑎15𝑏5 

 

 

一般に，0 や負の整数の指数について，次のように定める。 

𝒂𝟎, 𝒂−𝒏 

𝑎 ≠ 0 で，𝑛 が正の整数のとき 𝒂𝟎 = 𝟏, 𝒂−𝒏 = 𝟏
𝒂𝒏

 

 

(1) 30 = 1 

 

(2) 2−4 = 1
24

= 1
16

 
 

次の  にあてはまる数を入れなさい。 

(1) 4 = 1 

4 𝟎 = 1 

 

(2) 5−3 = 1

5
 

5−3 =
1

5 𝟑
 

 

(3) 𝑎 = 1
𝑎7

 

𝑎 −𝟕 =
1
𝑎7

 

 

一般に，𝑚, 𝑛 がどのような整数であっても，次の指数法則が成り立つ。 

𝒂𝒎 × 𝒂𝒏 =（⑦  𝒂𝒎+𝒏  ）,  𝒂𝒎 ÷ 𝒂𝒏 =, （⑧  𝒂𝒎−𝒏  ） 

(𝒂𝒎)𝒏 =（⑨  𝒂𝒎𝒎  ）,   (𝒂𝒂)𝒏 =（⑩  𝒂𝒏𝒃𝒏  ） 

 

(1) 10−2 × 105 = 10−2+5 = 103 = 1000 

(2) 2−3 ÷ 2−7 = 2−3−(−7) = 24 = 16 

(3) (3−3)2 = 3−3×2 = 3−6 = 1
36

= 1
729

 

 

次の計算をしなさい。 

(1) 2−2 × 2−3 

= 2−2+(−3) 

= 2−5 

=
1

25
 

=
1

32
 

 
 

1 節 指数関数 

１ 指数の拡張 

例１ 

問１ 
 

 

例２ 

問２ 
 

 

例３ 

問３ 
 

 

 𝒂𝟎, 𝒂−𝒏 



改訂 新数学 II 4 章 指数関数と対数関数                  

2 

(2) 3−3 ÷ 3−2 
= 3−3−(−2) 
= 3−1 

=
1
3
 

 
(3) (2−2)3 

= 2−2×3 
= 2−6 

=
1

26
 

=
1

64
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（教科書 p.104） 

2 を 3 乗すると 8 になる。この数 2 を 8 の（⑪  3 乗根  ）という。 

一般に，𝑛 を正の整数とするとき， 𝑛 乗すると 𝑎 になる数を 

𝑎 の（⑫  𝑛 乗根  ）という。また，2 乗根，3 乗根，4 乗根，…を 

まとめて（⑬  累乗根  ）という。 

 

与えられた正の数 𝑎 に対して，3 乗すると 𝑎 になる 

正の数を（⑭  √𝑎 3
  ）で表す。たとえば 

√83 =（⑮  2  ） 

である。√𝑎3  は，𝑎 の 3 乗根である。 

 
 
 
 

(1) 33 = 27 であるから  √273 = 3 

(2) 63 = 216 であるから  √2163 = 6 

 
 
 
 

次の値を求めなさい。 

(1) √64 3    

43 = 64 であるから  √643 = 4 

 
(2) √125 3

 

53 = 125 であるから  √1253 = 5 

 

一般に，𝑛 が正の整数で，𝑎 > 0 のとき，𝑛 乗して 𝑎 となる 

正の数を（⑯   √𝒂𝒏    ）で表す。このとき，次のことが成り立つ。 

�√𝒂𝒏 �
𝒏

=（⑰  𝒂  ） 

√𝒂𝒏𝒏 =（⑱  𝒂  ） 

 

(1) �√53 �
3

= 5 

(2) √325 = √255 = 2 

次の値を求めなさい。 

(1) �√34 �
4

   
= 3 

 

(2) √1000005   

= �1055  
= 10 

（教科書 p.105） 

 

累乗根の積と商 

𝑎 > 0, 𝑏 > 0 で，𝑛 が正の整数のとき 

［1］ √𝒂𝒏 √𝒃𝒏 = √𝒂𝒂 𝒏
  ［2］ 

√𝒂𝒏

√𝒃𝒏 = �𝒂
𝒃

𝒏
 

 

(1) √23 × √43 = √2 × 43 = √83 = √233 = 2 

(2) √124 ÷ √44 = √124

√44 = �12
4

4 = √34
 

 

次の計算をしなさい。 

(1) √53 × √7 3
 

= √5 × 73
 

= √353  
 

(2) √324 ÷ √24  

=
√324

√24  

= �32
2

4
 

= √164  
= �244  
= 2 

  

例４ 

問４ 
 

 

例５ 

2 累乗根 
問５ 

 

 

累乗根の性質 

問６ 
 

 

例６ 
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一般に，次の公式が成り立つ。 
累乗根の累乗 

𝑎 > 0 で，𝑚, 𝑛 が正の整数のとき  �√𝒂𝒏 �
𝒎

= √𝒂𝒎𝒏
 

 

(1) �√𝑎7 �
3

= √𝑎37
 

(2) �√254 �
2

= √2524 = �(52)24 = √544 = 5 

 
次の計算をしなさい。 

(1) �√𝑎5 �
4
 

= �𝑎45
 

 

(2) �√46 �
3
 

= �436
 

= �(22)36
 

= �266
 

= 2 

 

 

（教科書 p.106） 

 

指数が分数のときにも指数法則 

(𝑎𝑚)𝑛 = 𝑎𝑚𝑚 
が成り立つように，指数の意味を拡張しよう。 

上の指数法則が，𝑚 = 1
3

, 𝑛 = 3 のときも成り立つとすると 

�𝑎
1
3�

3
= 𝑎

1
3×3 = 𝑎1 = 𝑎 

これは，𝑎
1
3 が 𝑎 の 3 乗根であることを表しているから 

𝑎
1
3 = √𝑎 3  

であることがわかる。 

そこで，𝑎 > 0 で，𝑛 が正の整数のとき 

𝒂
𝟏
𝒏 =（⑲  √𝑎 𝑛

  ） 

と定めると 

𝑎
2
3 = 𝑎

1
3×2 = �𝑎

1
3�
2

= �√𝑎3 �
2

=（⑳  √𝑎23
  ） 

 

一般に，次のように定める。 

分数の指数 

𝑎 > 0 で，𝑚, 𝑛 が正の整数のとき 

𝒂
𝒎
𝒏 = √𝒂𝒎𝒏 ,  𝒂−

𝒎
𝒏 =

𝟏

𝒂
𝒎
𝒏

=
𝟏

√𝒂𝒎𝒏  

 

(1) 5
1
4 = √5 4

 

(2) 5
1
2 = √52 = √5 

(3) 8
2
3 = √823 = √643 = √433 = 4 

(4) 5−
2
3 = 1

5
2
3

= 1
√523 = 1

√253  

  

例７ 

問７ 
 

 

分数の指数 

例８ 
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次の値を求めなさい。 

(1) 7
1
5  

= √75
 

(2) 4
3
2 

= �432
 

= √64 

= 8 

〔別解〕 

4
3
2 

= �√42 �
3

 

= �√4�
3

 
= 23 

= 8 

(3) 3−
2
5 

=
1

3
2
5
 

=
1
√325  

=
1
√95  

次の式を 𝑎
𝑚
𝑛  の形に表しなさい。ただし，𝑎 > 0 とする。 

(1) √𝑎5
 

= 𝑎
1
5 

(2) √𝑎43
 

= 𝑎
4
3 

(3) �√𝑎4 �
5
 

= �𝑎
1
4�

5
 

= 𝑎
1
4×5 

= 𝑎
5
4 

(4) 
1
√𝑎23  

=
1

𝑎
2
3
 

= 𝑎−
2
3 

（教科書 p.107） 

分数の指数を 106 ページのように定めると，指数がどのような分数や整数であっても， 

次の指数法則が成り立つ。 

指数法則 

𝑎 > 0, 𝑏 > 0 で，𝑝, 𝑞 が分数や整数のとき 

［1］ 𝒂𝒑 × 𝒂𝒒 = 𝒂𝒑+𝒒 ［2］ 𝒂𝒑 ÷ 𝒂𝒒 = 𝒂𝒑−𝒒  

［3］ (𝒂𝒑)𝒒 = 𝒂𝒑𝒑   ［4］ (𝒂𝒂)𝒑 = 𝒂𝒑𝒃𝒑 

 

(1) 4
1
3 × 4

5
3 = 4

1
3+

5
3 = 4

6
3 = 42 = 16  

 

(2) 5
7
4 ÷ 5

3
4 = 5

7
4−

3
4 = 5

4
4 = 51 = 5  

 

(3) �√325 �
10

= �3
2
5�
10

= 3
2
5×10 = 34 = 81  

 
次の計算をしなさい。ただし，𝑎 > 0 とする。 

(1) 𝑎
3
4 × 𝑎

5
4 

= 𝑎
3
4+

5
4 

= 𝑎
8
4 

= 𝑎2 

 
 
 
 
 

問８ 
 

 

問９ 
 

 

例９ 

問 10 
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(2) 𝑎
8
3 ÷ 𝑎

2
3  

= 𝑎
8
3−

2
3 

= 𝑎
6
3 

= 𝑎2 

 

(3) �√𝑎23 �
6

  

= �𝑎
2
3�

6
 

= 𝑎
2
3×6 

= 𝑎4 

 

 

次の計算をしなさい。 

(1) √346 × √343     (2) √23 ÷ √8 6
 

 

(1) √346 × √343 = 3
4
6 × 3

4
3 

= 3
2
3 × 3

4
3 

= 3
2
3+

4
3  

= 3
6
3  

= 32 

= 9  

 

(2) √23 ÷ √86 = √23 ÷ √236   

= 2
3
2 ÷ 2

3
6  

= 2
3
2 ÷ 2

1
2  

= 2
3
2−

1
2 

= 2
2
2 

= 21 

= 2  

 

  

例題 

１ 

解
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次の計算をしなさい。 

(1) √25 3 × √25 6
 

= �523 × �526
 

= 5
2
3 × 5

2
6 

= 5
2
3 × 5

1
3 

= 5
2
3+

1
3 

= 5
3
3 

= 51 

= 5 

 

 

 

 

(2) √294 ÷ √228   

= 2
9
4 ÷ 2

2
8 

= 2
9
4 ÷ 2

1
4 

= 2
9
4−

1
4 

= 2
8
4 

= 22 

= 4 

 

 

(3) √27 × √324   

= �33 × �324
 

= 3
3
2 × 3

2
4 

= 3
3
2 × 3

1
2 

= 3
3
2+

1
2 

= 3
4
2 

= 32 

= 9 

 

 

 

 

 

(4) √163 ÷ √46   

= �243 ÷ �226  

= 2
4
3 ÷ 2

2
6 

= 2
4
3 ÷ 2

1
3 

= 2
4
3−

1
3 

= 2
3
3 

= 21 

= 2 

  

問 11 
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（教科書 p.108） 

関数 𝑦 = 2𝑥 のグラフはどのように表されるかを調べてみよう。 

𝑥 の値に対応する 𝑦 の値を求めて表に表すと，次のようになる。 

     𝑥 ⋯ −4 −3 −2 −1 0 1 2 3 4 ⋯ 

  𝑦 = 2𝑥 ⋯ 
1

16
 

1
8
 

1
4
 

1
2
 1 2 4 8 16 ⋯ 

 

この表をもとに，𝑦 = 2𝑥 のグラフをかくと， 

右の図のような曲線になる。関数 𝑦 = 2𝑥 のグ

ラフは，次の性質をもっている。 

① 2 点 (0, 1), (1, （㉑  2  ） ) を通る。 

② 𝑥 軸より上側にある。 

つまり，𝑦 > （㉒  0  ）の範囲にある。 

③ 𝑥 の値が減少すると，𝑥 軸に限りなく近づ 

いていくので，𝑥 軸がグラフの 

（㉓  漸近線  ）となる。 

④ 𝑥 の値が増加すると，𝑦 の値も 

（㉔  増加  ）する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般に，𝑎 を 1 以外の正の数とするとき 

𝒚 =（㉕  𝑎𝑥  ） 

で表される関数を，𝑎 を（㉖  底  ）とする 𝑥 の 

（㉗  指数関数  ）という。 

（教科書 p.109） 

指数関数 𝑦 = �1
2
�
𝑥

 のグラフをかくために，𝑥 の値に対応する 𝑦 の値を求めて表に表すと， 

次のようになる。 

         𝑥  ⋯ −3 −2 −1 0 1 2 3 ⋯ 

𝑦 = �
1
2
�
𝑥

 ⋯ 8 4 2 1 
1
2

 
1
4

 
1
8

 ⋯ 

 

例 10 の表をもとに，指数関数 𝑦 = �1
2
�
𝑥

 の 

グラフをかくと，右の図のような曲線になり， 

このグラフは，次の性質をもっている。 

① 2 点 (0, 1), (1, （㉘  
1
2
  ） ) を通る。 

② 𝑦 > （㉙  0  ）の範囲にある。 

③ 𝑥 軸がグラフの（㉚  漸近線  ）となる。 

④ 𝑥 の値が増加すると，𝑦 の値は 

（㉛  減少  ）する。 

 

また，右の図からわかるように，関数 𝑦 = 2𝑥 の 

グラフと関数 𝑦 = �1
2
�
𝑥

 のグラフは 𝑦 軸に関して 

対称である。 

一般に，指数関数 𝑦 = 𝑎𝑥 のグラフは，次の性質 

をもっている。 

 

指数関数 𝒚 = 𝒂𝒙 のグラフ 

［1］ 2 点 (0, 1), (1, 𝑎) を通る。 

［2］ 𝑦 > 0 の範囲にある。 

［3］ 𝑥 軸がグラフの漸近線となる。 

［4］ 𝑎 > 1 のとき，𝑥 の値が増加すると 𝑦 の値も増加する。 

 0 < 𝑎 < 1 のとき，𝑥 の値が増加すると 𝑦 の値は減少する。 

      

例 10 

 

3 指数関数とそのグラフ 



改訂 新数学 II 4 章 指数関数と対数関数                  

9 

右の表を完成し，指数関数𝑦 = 3𝑥 のグラフと

 𝑦 = �1
3
�
𝑥
のグラフを，上の図にかきなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（教科書 p.110） 

 

指数関数 𝑦 = 𝑎𝑥 のグラフから，次のことがわかる。 

(1) 𝒂 > 𝟏 のとき (2) 𝟎 < 𝒂 < 𝟏 のとき 

   𝒑 < 𝒒 ⇔  𝒂𝒑 < 𝒂𝒒    𝒑 < 𝒒 ⇔  𝒂𝒑 > 𝒂𝒒 

  

2
1
2, 2−1, 20 を小さい方から順に並べなさい。 

 

指数を小さい順に並べると，−1, 0, 1
2
 

底 2 は 1 より大きいから 

2−1 < 20 < 2
1
2 

よって  2−1, 20, 2
1
2 

 

次の数を小さい方から順に並べなさい。 

(1) 3, 3−2, 3
2
3 

指数を小さい順に並べると 

−2，
2
3
，1 

底 3 は 1 より大きいから 

3−2 < 3
2
3 < 31 

よって  3−2，3
2
3，3 

(2) �1
4
�
−12 , �1

4
�
1
2 , �1

4
�
3
4
 

指数を小さい順に並べると 

−
1
2
，

1
2
，

3
4
 

底 1
4
 は 1 より小さいから 

�
1
4
�
−12

> �
1
4
�
1
2

> �
1
4
�
3
4
 

よって  �𝟏
𝟒
�
𝟑
𝟒
， �𝟏

𝟒
�
𝟏
𝟐
， �𝟏

𝟒
�
−𝟏𝟐

 

 

方程式 9𝑥 = 27 を解きなさい。 

 

9𝑥 = (32)𝑥 = 32𝑥 , 27 = 33 より 

 32𝑥 = 33 

よって      2𝑥 = 3 

したがって   𝑥 = 3
2
 

 

  𝑥    ⋯ −2 −1 0 1 2 ⋯ 

𝑦 = 3𝑥 ⋯      ⋯ 

𝑦 = �
1
3
�
𝑥

 ⋯ 
     

⋯ 

  𝑥   … −2 −1 0 1 2 … 

𝑦 = 3𝑥 … 1
9

 
1
3

 1 3 9 … 

𝑦 = �
1
3
�
𝑥

 … 9 3 1 
1
3

 
1
9

 … 

問 12 
 
 

 

例題 

２ 

解
  

指数関数の利用 

問 13 
 
 

 

例題 

３ 

解
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次の方程式を解きなさい。 

(1) 7𝑥 = 49 

49 = 72 より 

  7𝑥 = 72 

よって  𝑥 =  2 
(2) 4𝑥 = 8 

4𝑥 = (22)𝑥 = 22𝑥，8 = 23 より 
22𝑥 = 23 

よって  2𝑥 = 3 

したがって  𝑥 = 3
2
 

 

(3) 5𝑥 = 1 

1 = 50 より 

  5𝑥 = 50 

よって  𝑥 = 0 

 

  問 14 
 
 

 



改訂 新数学 II 4 章 指数関数と対数関数                  

11 

 

（教科書 p.111） 

 

次の値を求めなさい。 

(1) 5−2 

=
1

52
 

=
1

25
 

 

(2) 80 
= 1 

 

(3) �1
2
�
−3

 

= (2−1)−3 

= 2−1×(−3) 

= 23 

= 8 

 

 

次の計算を行い，結果を負の整数の指数を用いないで表しなさい。ただし，𝑎 > 0, 𝑏 > 0 と 

する。 

(1) 𝑎2 × 𝑎−4 

= 𝑎2+(−4) 

= 𝑎−2 

=
1
𝑎2

 

 

(2) 𝑎3 ÷ 𝑎−2 

= 𝑎3−(−2) 

= 𝑎5 

(3) (𝑎−3)2 

= 𝑎−3×2 

= 𝑎−6 

=
1
𝑎6

 

 

 

(4) (𝑎−2𝑏)−4 

= (𝑎−2)−4𝑏−4 

= 𝑎−2×(−4)𝑏−4 

= 𝑎8𝑏−4 

=
𝑎8

𝑏4
 

 

 

次の計算をしなさい。 

(1) √95 × √25
 

= √9 × 25
 

= √185
 

 

(2) √33 × √93
 

= √3 × 93
 

= �333
 

= 3 

 

(3) √66 ÷ √26
 

=
√66

√26  

= �6
2

6
 

= √36
 

 

  

１ 

２ 

復 習 問 題 

３ 
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次の値を求めなさい。 

(1) �√256 �
3
 

= �2536
 

= �(52)36
 

= �566
 

= 5 

 

(2) �√94 �
2
 

= �924
 

= �(32)24
 

= �344
 

= 3 

 

(3) �√86 �
2
 

= �826
 

= �(23)26
 

= �266
 

= 2 

 

次の値を求めなさい。 

(1) 64
1
3 

= √643
 

= �433
 

= 4 

 

(2) 3
3
4 

= �334
 

= √274
 

(3) 16−
1
2 

=
1

16
1
2
 

=
1
√162  

=
1
√16

 

=
1
4
 

 

次の計算をしなさい。 

(1) 7
3
5 × 7

2
5 

= 7
3
5+

2
5 

= 7
5
5 

= 71 

= 7 

 

(2) �√94 �
6
 

= ��324 �
6
 

= �3
2
4�

6
 

= �3
1
2�

6
 

= 3
1
2×6 

= 33 

= 27 

  

４ 
 

５ 
 

６ 
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(3) √353 × √96
 

= �353 × �326
 

= 3
5
3 × 3

2
6 

= 3
5
3 × 3

1
3 

= 3
5
3+

1
3 

= 3
6
3 

= 32 

= 9 

 

 

(4) √813 ÷ √96
 

= �343 ÷ �326
 

= 3
4
3 ÷ 3

2
6 

= 3
4
3 ÷ 3

1
3 

= 3
4
3−

1
3 

= 3
3
3 

= 31 

= 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の数を小さい方から順に並べなさい。 

(1) 2
3
2, 22, 2−

1
3 

指数を小さい順に並べると 

−
1
3
，

3
2
，2 

底 2 は 1 より大きいから 

2−
1
3 < 2

3
2 < 22 

よって  2−
1
3，2

3
2，22 

 

 

(2) �1
5
�
−12 , �1

5
�
3
4 , �1

5
�
2
3
 

指数を小さい順に並べると 

−
1
2
，

2
3
，

3
4
 

底 1
5
 は 1 より小さいから 

�
1
5
�
−12

> �
1
5
�
2
3

> �
1
5
�
3
4
 

よって  �1
5
�
3
4
， �1

5
�
2
3
， �1

5
�
−12

 

 

  

７ 
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次の方程式を解きなさい。 

(1) 2𝑥 = 16 

16 = 24より 

2𝑥 = 24 

よって  𝑥 = 4 

 

 

(2) 3𝑥 = 1
27

 
1
27

= 1
33

= 3−3より 

3𝑥 = 3−3 

よって  𝑥 = −3 

 

 

(3) 8𝑥 = 4 

8𝑥 = (23)𝑥 = 23𝑥，4 = 22より 

23𝑥 = 22 

よって  3𝑥 = 2 

したがって  𝑥 = 2
3
 

８ 
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（教科書 p.103） 
𝑎 × 𝑎 × 𝑎 = 𝑎3 のように，𝑎 を 𝑛 個かけ合わせたものを 

𝑎 の 𝑛 乗といい， 𝑎𝑛 で表す。このとき， 𝑛 を 𝑎𝑛 の（①  指数  ）と

いう。また，𝑎, 𝑎2, 𝑎3, ⋯ をまとめて 𝑎 の（②  累乗  ）という。 

一般に，𝑚, 𝑛 が正の整数のとき，次の（③  指数法則  ）が成り立つ。 

𝒂𝒎 × 𝒂𝒏 =（④  𝒂𝒎+𝒏  ）， (𝒂𝒎)𝒏 =（⑤  𝒂𝒎𝒎  ）， (𝒂𝒂)𝒏 =（⑤  𝒂𝒏𝒃𝒏  ） 
 

(1) 𝑎3 × 𝑎5 = 𝑎3+5 = 𝑎8 

 

(2) (𝑎2)3 = 𝑎2×3 = 𝑎6 

 

(3) (𝑎2𝑏)4 = (𝑎2)4𝑏4 = 𝑎2×4𝑏4 = 𝑎8𝑏4  

 

次の計算をしなさい。 

(1) 𝑎6 × 𝑎2 

= 𝑎6+2 

= 𝑎8 

 

(2) (𝑎5)4 

= 𝑎5×4 

= 𝑎20 

 

(3) (𝑎3𝑏)5 

= (𝑎3)5𝑏5 

= 𝑎3×5𝑏5 

= 𝑎15𝑏5 

 

 

一般に，0 や負の整数の指数について，次のように定める。 

𝒂𝟎, 𝒂−𝒏 

𝑎 ≠ 0 で，𝑛 が正の整数のとき 𝒂𝟎 = 𝟏, 𝒂−𝒏 = 𝟏
𝒂𝒏

 

 

(1) 30 = 1 

 

(2) 2−4 = 1
24

= 1
16

 
 

次の  にあてはまる数を入れなさい。 

(1) 4 = 1 

4 𝟎 = 1 

 

(2) 5−3 = 1

5
 

5−3 =
1

5 𝟑
 

 

(3) 𝑎 = 1
𝑎7

 

𝑎 −𝟕 =
1
𝑎7

 

 

一般に，𝑚, 𝑛 がどのような整数であっても，次の指数法則が成り立つ。 

𝒂𝒎 × 𝒂𝒏 =（⑦  𝒂𝒎+𝒏  ）,  𝒂𝒎 ÷ 𝒂𝒏 =, （⑧  𝒂𝒎−𝒏  ） 

(𝒂𝒎)𝒏 =（⑨  𝒂𝒎𝒎  ）,   (𝒂𝒂)𝒏 =（⑩  𝒂𝒏𝒃𝒏  ） 

 

(1) 10−2 × 105 = 10−2+5 = 103 = 1000 

(2) 2−3 ÷ 2−7 = 2−3−(−7) = 24 = 16 

(3) (3−3)2 = 3−3×2 = 3−6 = 1
36

= 1
729

 

 

次の計算をしなさい。 

(1) 2−2 × 2−3 

= 2−2+(−3) 

= 2−5 

=
1

25
 

=
1

32
 

 
 

1 節 指数関数 

１ 指数の拡張 

例１ 

問１ 
 

 

例２ 

問２ 
 

 

例３ 

問３ 
 

 

 𝒂𝟎, 𝒂−𝒏 
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(2) 3−3 ÷ 3−2 
= 3−3−(−2) 
= 3−1 

=
1
3
 

 
(3) (2−2)3 

= 2−2×3 
= 2−6 

=
1

26
 

=
1

64
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（教科書 p.104） 

2 を 3 乗すると 8 になる。この数 2 を 8 の（⑪  3 乗根  ）という。 

一般に，𝑛 を正の整数とするとき， 𝑛 乗すると 𝑎 になる数を 

𝑎 の（⑫  𝑛 乗根  ）という。また，2 乗根，3 乗根，4 乗根，…を 

まとめて（⑬  累乗根  ）という。 

 

与えられた正の数 𝑎 に対して，3 乗すると 𝑎 になる 

正の数を（⑭  √𝑎 3
  ）で表す。たとえば 

√83 =（⑮  2  ） 

である。√𝑎3  は，𝑎 の 3 乗根である。 

 
 
 
 

(1) 33 = 27 であるから  √273 = 3 

(2) 63 = 216 であるから  √2163 = 6 

 
 
 
 

次の値を求めなさい。 

(1) √64 3    

43 = 64 であるから  √643 = 4 

 
(2) √125 3

 

53 = 125 であるから  √1253 = 5 

 

一般に，𝑛 が正の整数で，𝑎 > 0 のとき，𝑛 乗して 𝑎 となる 

正の数を（⑯   √𝒂𝒏    ）で表す。このとき，次のことが成り立つ。 

�√𝒂𝒏 �
𝒏

=（⑰  𝒂  ） 

√𝒂𝒏𝒏 =（⑱  𝒂  ） 

 

(1) �√53 �
3

= 5 

(2) √325 = √255 = 2 

次の値を求めなさい。 

(1) �√34 �
4

   
= 3 

 

(2) √1000005   

= �1055  
= 10 

（教科書 p.105） 

 

累乗根の積と商 

𝑎 > 0, 𝑏 > 0 で，𝑛 が正の整数のとき 

［1］ √𝒂𝒏 √𝒃𝒏 = √𝒂𝒂 𝒏
  ［2］ 

√𝒂𝒏

√𝒃𝒏 = �𝒂
𝒃

𝒏
 

 

(1) √23 × √43 = √2 × 43 = √83 = √233 = 2 

(2) √124 ÷ √44 = √124

√44 = �12
4

4 = √34
 

 

次の計算をしなさい。 

(1) √53 × √7 3
 

= √5 × 73
 

= √353  
 

(2) √324 ÷ √24  

=
√324

√24  

= �32
2

4
 

= √164  
= �244  
= 2 

  

例４ 

問４ 
 

 

例５ 

2 累乗根 
問５ 

 

 

累乗根の性質 

問６ 
 

 

例６ 
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一般に，次の公式が成り立つ。 
累乗根の累乗 

𝑎 > 0 で，𝑚, 𝑛 が正の整数のとき  �√𝒂𝒏 �
𝒎

= √𝒂𝒎𝒏
 

 

(1) �√𝑎7 �
3

= √𝑎37
 

(2) �√254 �
2

= √2524 = �(52)24 = √544 = 5 

 
次の計算をしなさい。 

(1) �√𝑎5 �
4
 

= �𝑎45
 

 

(2) �√46 �
3
 

= �436
 

= �(22)36
 

= �266
 

= 2 

 

 

（教科書 p.106） 

 

指数が分数のときにも指数法則 

(𝑎𝑚)𝑛 = 𝑎𝑚𝑚 
が成り立つように，指数の意味を拡張しよう。 

上の指数法則が，𝑚 = 1
3

, 𝑛 = 3 のときも成り立つとすると 

�𝑎
1
3�

3
= 𝑎

1
3×3 = 𝑎1 = 𝑎 

これは，𝑎
1
3 が 𝑎 の 3 乗根であることを表しているから 

𝑎
1
3 = √𝑎 3  

であることがわかる。 

そこで，𝑎 > 0 で，𝑛 が正の整数のとき 

𝒂
𝟏
𝒏 =（⑲  √𝑎 𝑛

  ） 

と定めると 

𝑎
2
3 = 𝑎

1
3×2 = �𝑎

1
3�
2

= �√𝑎3 �
2

=（⑳  √𝑎23
  ） 

 

一般に，次のように定める。 

分数の指数 

𝑎 > 0 で，𝑚, 𝑛 が正の整数のとき 

𝒂
𝒎
𝒏 = √𝒂𝒎𝒏 ,  𝒂−

𝒎
𝒏 =

𝟏

𝒂
𝒎
𝒏

=
𝟏

√𝒂𝒎𝒏  

 

(1) 5
1
4 = √5 4

 

(2) 5
1
2 = √52 = √5 

(3) 8
2
3 = √823 = √643 = √433 = 4 

(4) 5−
2
3 = 1

5
2
3

= 1
√523 = 1

√253  

  

例７ 

問７ 
 

 

分数の指数 

例８ 
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次の値を求めなさい。 

(1) 7
1
5  

= √75
 

(2) 4
3
2 

= �432
 

= √64 

= 8 

〔別解〕 

4
3
2 

= �√42 �
3

 

= �√4�
3

 
= 23 

= 8 

(3) 3−
2
5 

=
1

3
2
5
 

=
1
√325  

=
1
√95  

次の式を 𝑎
𝑚
𝑛  の形に表しなさい。ただし，𝑎 > 0 とする。 

(1) √𝑎5
 

= 𝑎
1
5 

(2) √𝑎43
 

= 𝑎
4
3 

(3) �√𝑎4 �
5
 

= �𝑎
1
4�

5
 

= 𝑎
1
4×5 

= 𝑎
5
4 

(4) 
1
√𝑎23  

=
1

𝑎
2
3
 

= 𝑎−
2
3 

（教科書 p.107） 

分数の指数を 106 ページのように定めると，指数がどのような分数や整数であっても， 

次の指数法則が成り立つ。 

指数法則 

𝑎 > 0, 𝑏 > 0 で，𝑝, 𝑞 が分数や整数のとき 

［1］ 𝒂𝒑 × 𝒂𝒒 = 𝒂𝒑+𝒒 ［2］ 𝒂𝒑 ÷ 𝒂𝒒 = 𝒂𝒑−𝒒  

［3］ (𝒂𝒑)𝒒 = 𝒂𝒑𝒑   ［4］ (𝒂𝒂)𝒑 = 𝒂𝒑𝒃𝒑 

 

(1) 4
1
3 × 4

5
3 = 4

1
3+

5
3 = 4

6
3 = 42 = 16  

 

(2) 5
7
4 ÷ 5

3
4 = 5

7
4−

3
4 = 5

4
4 = 51 = 5  

 

(3) �√325 �
10

= �3
2
5�
10

= 3
2
5×10 = 34 = 81  

 
次の計算をしなさい。ただし，𝑎 > 0 とする。 

(1) 𝑎
3
4 × 𝑎

5
4 

= 𝑎
3
4+

5
4 

= 𝑎
8
4 

= 𝑎2 

 
 
 
 
 

問８ 
 

 

問９ 
 

 

例９ 

問 10 
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(2) 𝑎
8
3 ÷ 𝑎

2
3  

= 𝑎
8
3−

2
3 

= 𝑎
6
3 

= 𝑎2 

 

(3) �√𝑎23 �
6

  

= �𝑎
2
3�

6
 

= 𝑎
2
3×6 

= 𝑎4 

 

 

次の計算をしなさい。 

(1) √346 × √343     (2) √23 ÷ √8 6
 

 

(1) √346 × √343 = 3
4
6 × 3

4
3 

= 3
2
3 × 3

4
3 

= 3
2
3+

4
3  

= 3
6
3  

= 32 

= 9  

 

(2) √23 ÷ √86 = √23 ÷ √236   

= 2
3
2 ÷ 2

3
6  

= 2
3
2 ÷ 2

1
2  

= 2
3
2−

1
2 

= 2
2
2 

= 21 

= 2  

 

  

例題 

１ 

解
  



改訂 新数学 II 4 章 指数関数と対数関数                  

7 

次の計算をしなさい。 

(1) √25 3 × √25 6
 

= �523 × �526
 

= 5
2
3 × 5

2
6 

= 5
2
3 × 5

1
3 

= 5
2
3+

1
3 

= 5
3
3 

= 51 

= 5 

 

 

 

 

(2) √294 ÷ √228   

= 2
9
4 ÷ 2

2
8 

= 2
9
4 ÷ 2

1
4 

= 2
9
4−

1
4 

= 2
8
4 

= 22 

= 4 

 

 

(3) √27 × √324   

= �33 × �324
 

= 3
3
2 × 3

2
4 

= 3
3
2 × 3

1
2 

= 3
3
2+

1
2 

= 3
4
2 

= 32 

= 9 

 

 

 

 

 

(4) √163 ÷ √46   

= �243 ÷ �226  

= 2
4
3 ÷ 2

2
6 

= 2
4
3 ÷ 2

1
3 

= 2
4
3−

1
3 

= 2
3
3 

= 21 

= 2 

  

問 11 
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（教科書 p.108） 

関数 𝑦 = 2𝑥 のグラフはどのように表されるかを調べてみよう。 

𝑥 の値に対応する 𝑦 の値を求めて表に表すと，次のようになる。 

     𝑥 ⋯ −4 −3 −2 −1 0 1 2 3 4 ⋯ 

  𝑦 = 2𝑥 ⋯ 
1

16
 

1
8
 

1
4
 

1
2
 1 2 4 8 16 ⋯ 

 

この表をもとに，𝑦 = 2𝑥 のグラフをかくと， 

右の図のような曲線になる。関数 𝑦 = 2𝑥 のグ

ラフは，次の性質をもっている。 

① 2 点 (0, 1), (1, （㉑  2  ） ) を通る。 

② 𝑥 軸より上側にある。 

つまり，𝑦 > （㉒  0  ）の範囲にある。 

③ 𝑥 の値が減少すると，𝑥 軸に限りなく近づ 

いていくので，𝑥 軸がグラフの 

（㉓  漸近線  ）となる。 

④ 𝑥 の値が増加すると，𝑦 の値も 

（㉔  増加  ）する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般に，𝑎 を 1 以外の正の数とするとき 

𝒚 =（㉕  𝑎𝑥  ） 

で表される関数を，𝑎 を（㉖  底  ）とする 𝑥 の 

（㉗  指数関数  ）という。 

（教科書 p.109） 

指数関数 𝑦 = �1
2
�
𝑥

 のグラフをかくために，𝑥 の値に対応する 𝑦 の値を求めて表に表すと， 

次のようになる。 

         𝑥  ⋯ −3 −2 −1 0 1 2 3 ⋯ 

𝑦 = �
1
2
�
𝑥

 ⋯ 8 4 2 1 
1
2

 
1
4

 
1
8

 ⋯ 

 

例 10 の表をもとに，指数関数 𝑦 = �1
2
�
𝑥

 の 

グラフをかくと，右の図のような曲線になり， 

このグラフは，次の性質をもっている。 

① 2 点 (0, 1), (1, （㉘  
1
2
  ） ) を通る。 

② 𝑦 > （㉙  0  ）の範囲にある。 

③ 𝑥 軸がグラフの（㉚  漸近線  ）となる。 

④ 𝑥 の値が増加すると，𝑦 の値は 

（㉛  減少  ）する。 

 

また，右の図からわかるように，関数 𝑦 = 2𝑥 の 

グラフと関数 𝑦 = �1
2
�
𝑥

 のグラフは 𝑦 軸に関して 

対称である。 

一般に，指数関数 𝑦 = 𝑎𝑥 のグラフは，次の性質 

をもっている。 

 

指数関数 𝒚 = 𝒂𝒙 のグラフ 

［1］ 2 点 (0, 1), (1, 𝑎) を通る。 

［2］ 𝑦 > 0 の範囲にある。 

［3］ 𝑥 軸がグラフの漸近線となる。 

［4］ 𝑎 > 1 のとき，𝑥 の値が増加すると 𝑦 の値も増加する。 

 0 < 𝑎 < 1 のとき，𝑥 の値が増加すると 𝑦 の値は減少する。 

      

例 10 

 

3 指数関数とそのグラフ 
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右の表を完成し，指数関数𝑦 = 3𝑥 のグラフと

 𝑦 = �1
3
�
𝑥
のグラフを，上の図にかきなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（教科書 p.110） 

 

指数関数 𝑦 = 𝑎𝑥 のグラフから，次のことがわかる。 

(1) 𝒂 > 𝟏 のとき (2) 𝟎 < 𝒂 < 𝟏 のとき 

   𝒑 < 𝒒 ⇔  𝒂𝒑 < 𝒂𝒒    𝒑 < 𝒒 ⇔  𝒂𝒑 > 𝒂𝒒 

  

2
1
2, 2−1, 20 を小さい方から順に並べなさい。 

 

指数を小さい順に並べると，−1, 0, 1
2
 

底 2 は 1 より大きいから 

2−1 < 20 < 2
1
2 

よって  2−1, 20, 2
1
2 

 

次の数を小さい方から順に並べなさい。 

(1) 3, 3−2, 3
2
3 

指数を小さい順に並べると 

−2，
2
3
，1 

底 3 は 1 より大きいから 

3−2 < 3
2
3 < 31 

よって  3−2，3
2
3，3 

(2) �1
4
�
−12 , �1

4
�
1
2 , �1

4
�
3
4
 

指数を小さい順に並べると 

−
1
2
，

1
2
，

3
4
 

底 1
4
 は 1 より小さいから 

�
1
4
�
−12

> �
1
4
�
1
2

> �
1
4
�
3
4
 

よって  �𝟏
𝟒
�
𝟑
𝟒
， �𝟏

𝟒
�
𝟏
𝟐
， �𝟏

𝟒
�
−𝟏𝟐

 

 

方程式 9𝑥 = 27 を解きなさい。 

 

9𝑥 = (32)𝑥 = 32𝑥 , 27 = 33 より 

 32𝑥 = 33 

よって      2𝑥 = 3 

したがって   𝑥 = 3
2
 

 

  𝑥    ⋯ −2 −1 0 1 2 ⋯ 

𝑦 = 3𝑥 ⋯      ⋯ 

𝑦 = �
1
3
�
𝑥

 ⋯ 
     

⋯ 

  𝑥   … −2 −1 0 1 2 … 

𝑦 = 3𝑥 … 1
9

 
1
3

 1 3 9 … 

𝑦 = �
1
3
�
𝑥

 … 9 3 1 
1
3

 
1
9

 … 

問 12 
 
 

 

例題 

２ 

解
  

指数関数の利用 

問 13 
 
 

 

例題 

３ 

解
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次の方程式を解きなさい。 

(1) 7𝑥 = 49 

49 = 72 より 

  7𝑥 = 72 

よって  𝑥 =  2 
(2) 4𝑥 = 8 

4𝑥 = (22)𝑥 = 22𝑥，8 = 23 より 
22𝑥 = 23 

よって  2𝑥 = 3 

したがって  𝑥 = 3
2
 

 

(3) 5𝑥 = 1 

1 = 50 より 

  5𝑥 = 50 

よって  𝑥 = 0 

 

  問 14 
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（教科書 p.111） 

 

次の値を求めなさい。 

(1) 5−2 

=
1

52
 

=
1

25
 

 

(2) 80 
= 1 

 

(3) �1
2
�
−3

 

= (2−1)−3 

= 2−1×(−3) 

= 23 

= 8 

 

 

次の計算を行い，結果を負の整数の指数を用いないで表しなさい。ただし，𝑎 > 0, 𝑏 > 0 と 

する。 

(1) 𝑎2 × 𝑎−4 

= 𝑎2+(−4) 

= 𝑎−2 

=
1
𝑎2

 

 

(2) 𝑎3 ÷ 𝑎−2 

= 𝑎3−(−2) 

= 𝑎5 

(3) (𝑎−3)2 

= 𝑎−3×2 

= 𝑎−6 

=
1
𝑎6

 

 

 

(4) (𝑎−2𝑏)−4 

= (𝑎−2)−4𝑏−4 

= 𝑎−2×(−4)𝑏−4 

= 𝑎8𝑏−4 

=
𝑎8

𝑏4
 

 

 

次の計算をしなさい。 

(1) √95 × √25
 

= √9 × 25
 

= √185
 

 

(2) √33 × √93
 

= √3 × 93
 

= �333
 

= 3 

 

(3) √66 ÷ √26
 

=
√66

√26  

= �6
2

6
 

= √36
 

 

  

１ 

２ 

復 習 問 題 

３ 
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次の値を求めなさい。 

(1) �√256 �
3
 

= �2536
 

= �(52)36
 

= �566
 

= 5 

 

(2) �√94 �
2
 

= �924
 

= �(32)24
 

= �344
 

= 3 

 

(3) �√86 �
2
 

= �826
 

= �(23)26
 

= �266
 

= 2 

 

次の値を求めなさい。 

(1) 64
1
3 

= √643
 

= �433
 

= 4 

 

(2) 3
3
4 

= �334
 

= √274
 

(3) 16−
1
2 

=
1

16
1
2
 

=
1
√162  

=
1
√16

 

=
1
4
 

 

次の計算をしなさい。 

(1) 7
3
5 × 7

2
5 

= 7
3
5+

2
5 

= 7
5
5 

= 71 

= 7 

 

(2) �√94 �
6
 

= ��324 �
6
 

= �3
2
4�

6
 

= �3
1
2�

6
 

= 3
1
2×6 

= 33 

= 27 

  

４ 
 

５ 
 

６ 
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(3) √353 × √96
 

= �353 × �326
 

= 3
5
3 × 3

2
6 

= 3
5
3 × 3

1
3 

= 3
5
3+

1
3 

= 3
6
3 

= 32 

= 9 

 

 

(4) √813 ÷ √96
 

= �343 ÷ �326
 

= 3
4
3 ÷ 3

2
6 

= 3
4
3 ÷ 3

1
3 

= 3
4
3−

1
3 

= 3
3
3 

= 31 

= 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の数を小さい方から順に並べなさい。 

(1) 2
3
2, 22, 2−

1
3 

指数を小さい順に並べると 

−
1
3
，

3
2
，2 

底 2 は 1 より大きいから 

2−
1
3 < 2

3
2 < 22 

よって  2−
1
3，2

3
2，22 

 

 

(2) �1
5
�
−12 , �1

5
�
3
4 , �1

5
�
2
3
 

指数を小さい順に並べると 

−
1
2
，

2
3
，

3
4
 

底 1
5
 は 1 より小さいから 

�
1
5
�
−12

> �
1
5
�
2
3

> �
1
5
�
3
4
 

よって  �1
5
�
3
4
， �1

5
�
2
3
， �1

5
�
−12

 

 

  

７ 
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次の方程式を解きなさい。 

(1) 2𝑥 = 16 

16 = 24より 

2𝑥 = 24 

よって  𝑥 = 4 

 

 

(2) 3𝑥 = 1
27

 
1
27

= 1
33

= 3−3より 

3𝑥 = 3−3 

よって  𝑥 = −3 

 

 

(3) 8𝑥 = 4 

8𝑥 = (23)𝑥 = 23𝑥，4 = 22より 

23𝑥 = 22 

よって  3𝑥 = 2 

したがって  𝑥 = 2
3
 

８ 
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